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  活動を強化！ 多様なニーズにお応え  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                        
 

 

 

 

 

                                     

 

 

   

●電話相談日：毎週火曜日 （火曜以外は取り次ぎ） Tel 03－6413－1506 Fax  03－6413－1556 

●次回ボランティアミーティング 5 月 23 日 第 4 火 13：00～14：30 梅丘地区会館 

訪問者  藤澤恒生 

 

初夏を思わせる 4月上旬に、松沢あんしんすこやかセンターを訪問し、年度初めでお忙しい中でしたが管理

者宮本史子様がこころよく応対してくださいました。 

まず、当方から現下のコロナ禍の中、活動制約を余儀なくされ利用者の皆さんのご要望にお応えできていな

いが、今後徐々に活動を増やしていきたい、とお伝えし今後ともご支援ご協力をお願いしいました。 

宮本様からは松沢あんすこについて、担当エリアは赤堤、桜上水の全域で、職員 8名で域内約 7千人の高齢

者や障害のある方、子育て中の方などの相談事をお受けしているとの説明をいただきました。 

特にコロナ禍の中、フレイルに陥っている高齢者が増加しているので、自立支援・介護予防の観点から高齢

世帯へのチェックシステムを充実させ社会参加を促しているとのことです。さらにあんしん見守りを進める

ため、見守り対象者の把握や本人の希望や抱えている課題をよく聞き、一緒に解決策を見つけることや、見

守りボランティア交流会を開催して課題を共有し、解決策についての意見交換を推進することなどに取り組

んでいるそうです。 

また、世田谷区の住まいあんしん訪問事業を活用するなどして、住宅問題に困っている高齢者のサポートを

進めていきたいとのことです。私たちたすけあいネットもお役に立てる機会が増えればうれしいことです。 

4月からは、「はつらつ介護予防講座」をスタートさせ、介護予防の話やいきいき体操で毎日の生活を楽し

く過ごせる体づくりを目指しておられるそうです。 

当センターは同じ運営母体の経堂あんしんすこやかセンターと業務の効率化を共有し、外部の関係機関との

ネットワークを密にして、地域包括ケアシステムの充実を目指して日々活動しておられるとのことでした。 

宮本様にはご多忙中のところ親切なご説明やご提言をいただきお礼を申し上げるとともに、これからも世田

谷たすけあいネットのご支援をお願いして辞去しました。 
 

 

 

 

 

第 19回 松沢あんしんすこやかセンター  
 

 新年度を迎えて          
2023 年度がスタートしました。 

コロナ禍も丸 3 年経ち、かつての緊急事態宣言が発せられた時期と比べるとはるかに収束してきましたが、

私たちの活動はコロナ前と比べるとまだまだ低調に推移してきております。 

今年度は少しずつでもコロナ前の活動水準に戻すことを第一の目標にしております。 

皆さま方もなかなか活動のチャンスがなくもどかしい思いをされたこととお察ししますが、今年度は活動

チャンスを増やしていきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

コロナ禍の危険が全くなくなったわけではないので安全にはくれぐれも注意してお過ごし下さい。 

 

 

 

                                 
 

世田谷たすけあいネットは人の応援が欲しい時、「手をかして」と 

気軽に言える、「あったかな地域」づくりをめざしています。 

平成１６年５月開始以来、高齢者の暮らしの困り事や悩みを解決すべく 

「無料で電話相談」にお答えし、情報の提供や出張サポートを行っています。 

            

                                 
 


